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Ⅰ　組織の概要

１．事業所名及び代表者名

臼幸産業株式会社

代表取締役　　臼井　康晴

２．所在地

本　　　社 静岡県駿東郡小山町藤曲１０９－１

御殿場支店 静岡県御殿場市萩原４９６－１

神奈川支店 神奈川県足柄上郡開成町吉田島４３４２－３

沼津営業所 静岡県沼津市大岡２２４７－４

資材センター 静岡県駿東郡小山町吉久保１１５－１

棚頭舗装課作業所 静岡県駿東郡小山町棚頭１３６６－１

３．環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者 臼井　康晴

担　　当　　者　 大森　真樹

TEL 0550-76-1200 FAX 0550-76-4923

E-mail : info@usuko.co.jp

４．事業内容

　　 建設業

　許可番号 大臣許可（特－４）第２４９３８号

　建設業の種類 土木工事業 建築工事業 とび・土木工事業

電気工事業 管工事業 舗装工事業

造園工事業 水道施設工事業 解体工事業

宅地建物取引業

　許可番号 静岡県知事（３）第１３１１４号

５．事業規模

売上高（７９期） １０，１９１百万円(2023.7.1～2024.6.30)

従業員数 １３１人（2024.6.30現在）

６．事業年度

７月１日～翌年６月３０日

７．認証・登録の対象範囲

事業活動 ： 総合建設業（土木、建築、とび・土工、電気、管、舗装、

 　　　　　 造園、水道施設、解体）

　　　　　　宅地建物取引業

対象組織 ： 本社・御殿場支店・神奈川支店・沼津営業所・資材センター・

　　　　　　棚頭舗装作業所



Ⅱ　実施体制
作成日　2024年7月1日
作成者　大森　真樹

対象：全社・全組織・全活動

環境管理組織における役割・責任及び権限

経営責任者 EA-21活動事務局
環境経営全般に対しての責任と権限 各部門のデータのまとめ
環境経営方針の作成と社員への周知 活動計画の与実績管理
環境管理責任者の任命 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
環境経営に必要な資源(資金・人・情報)の準備 環境管理責任者補佐
全体の評価と見直し 推進会議の出席
実施体制の構築 法規制最新版管理

文書・記録の管理
環境管理責任者
　環境経営活動の推進 各部門

環境経営目標及び環境経営計画の作成 環境計画の実施
環境経営活動推進会議の実施 問題点の把握と是正の実施
経営者への進捗報告 推進会議の出席

従業員教育

各現場
協力企業への指導・活動への協力要請の推進
環境活動計画の実施

経営責任者

御殿場支店建築部土木部

EA-21活動事務局

大森 真樹

各現場
現場代理人

環境管理責任者

（代表取締役）
臼井　康晴

資材センター

五十嵐　蓮

総務部 営業部

神奈川支店

本社

沼津営業所



Ⅲ　環境経営方針

《企業理念》

臼幸産業株式会社は、建設工事の事業活動を通じ、美しい近隣の自然、さらには

地球環境を守るための環境に配慮した工事を積極的に取り組む企業をめざします。

《環境経営方針》

１．事業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全に視点を置いた活動を

　　推進いたします。

　　①　ＣＯ2削減の為の省エネ活動に取り組みます。

　　②　廃棄物の削減活動と再資源化推進の活動に取り組みます。

　　③　水資源を有効活用し、節水に努めます。

　　④　グリーン商品の調達活動に取り組みます。

　　⑤　建設工事は環境に配慮した工事を実施いたします。

２．環境に配慮した活動の目標を設定し、環境経営目標の達成状況及び活動

　　計画の実施状況を定期的に確認・評価し、環境管理システムを継続的に

　　改善いたします。

３．環境に関する法規制及び協定を遵守いたします。

４．全社員が環境方針を理解し、それを周知徹底することにより、

　　環境問題への意識向上を図ります。又、環境経営レポートを

　　公開し、社会とより良いコミュニケーションを図っていきます。

制定年月日 2016年4月1日

改定１　 2017年10月1日
改定２ 2021年10月1日

臼幸産業株式会社

代表取締役 臼井　康晴
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※環境に配慮した工事への取組みは以下の部門目標とする。

土　木　部　・・・　創意工夫の提案件数

建　築　部　・・・　手直し件数

御殿場支店　・・・　ゼロエネ住宅着工件数

2.00

環境に配慮した工事への取組み

151,440.00

86,552.44

188,918.10

18,478.76

87.10

廃棄物排出量 9,775.31

268.45

66.00

26.00

建設現場における環境負荷実績

項目 単位 2023年度

二酸化炭素総排出量 803,691.85

廃棄物排出量 940.01

水使用量 3,033.00

グリーン購入(文具) 29.00

246,967.00

12,804.47

0.00

18,300.00

323.30

二酸化炭素総排出量 193,133.19

Ⅳ　環境負荷の実績

事業所における環境負荷実績

項目 単位 2023年度



2021年度を基準とする。

削減率 目標値

kg-co2 211,721.41 -0.3％ 211,086.25

購入電力 kWh 278,417.00 -0.3％ 277,581.75

ガソリン L 14,102.23 -0.3％ 14,059.92

灯 油 L 96.00 -100.0％ 0.00

Ａ重油 L 19,400.00 -0.3％ 19,341.80

ＬＰガス kg 579.00 -0.3％ 577.26

kg 1,110.80 -0.3％ 1,107.47

㎥ 3,557.00 -0.3％ 3,546.33

品 28.00 0.00 28.00

削減率 目標値

kg-co2 902,556.30 -0.3％ 899,848.63

購入電力 kWh 238,916.00 -0.3％ 238,199.25

ガソリン L 85,915.62 -0.3％ 85,657.87

軽　油 L 219,745.20 -0.3％ 219,085.96

灯　油 L 11,821.00 -0.3％ 11,785.54

ＬＰガス kg 19.90 -0.3％ 19.84

t 12,616.85 -0.3％ 12,579.00

混合廃棄物排出量 t 331.37 -0.3％ 330.38

件(土木部) 65.00 0.00 65.00

件(建築部) 26.00 0.00 26.00

件(御殿場支店) 3.00 0.00 3.00

※環境に配慮した工事への取組みは以下の部門目標とする。

土　木　部　・・・　創意工夫の提案件数

建　築　部　・・・　手直し件数

御殿場支店　・・・　ゼロエネ住宅着工件数

環境に配慮した工事への取組み

廃棄物排出量

二酸化炭素　　総排出量

廃棄物排出量

水使用量

グリーン購入(文具)

建設現場における環境経営目標

二酸化炭素　　総排出量

項目 単位 2021年度
2023年度

Ⅴ　環境経営目標（短期目標）

事業所における環境経営目標

項目 単位 2021年度
2023年度



2021年度を基準とする。

削減率 目標値 削減率 目標値

kg-co2 211,721.41 -0.3％ 211,086.25 -0.4％ 210,874.52

購入電力 kWh 278,417.00 -0.3％ 277,581.75 -0.4％ 277,303.33

ガソリン L 14,102.23 -0.3％ 14,059.92 -0.4％ 14,045.82

灯 油 L 96.00 -100.0％ 0.00 -100.0％ 0.00

Ａ重油 L 19,400.00 -0.3％ 19,341.80 -0.4％ 19,322.40

ＬＰガス kg 579.00 -0.3％ 577.26 -0.4％ 576.68

kg 1,110.80 -0.3％ 1,107.47 -0.4％ 1,106.36

㎥ 3,557.00 -0.3％ 3,546.33 -0.4％ 3,542.77

品 28.00 0.00 28.00 +1 29.00

削減率 目標値 削減率 目標値

kg-co2 902,556.30 -0.3％ 899,848.63 -0.4％ 898,946.07

購入電力 kWh 238,916.00 -0.3％ 238,199.25 -0.4％ 237,960.34

ガソリン L 85,915.62 -0.3％ 85,657.87 -0.4％ 85,571.96

軽　油 L 219,745.20 -0.3％ 219,085.96 -0.4％ 218,866.22

灯　油 L 11,821.00 -0.3％ 11,785.54 -0.4％ 11,773.72

ＬＰガス kg 19.90 -0.3％ 19.84 -0.4％ 19.82

t 12,616.85 -0.3％ 12,579.00 -0.4％ 12,566.38

混合廃棄物排出量 t 331.37 -0.3％ 330.38 -0.4％ 330.04

件(土木部) 65.00 0.00 65.00 0.00 65.00

件(建築部) 26.00 0.00 26.00 0.00 26.00

件(御殿場支店) 3.00 0.00 3.00 0.00 3.00

※環境に配慮した工事への取組みは以下の部門目標とする。

土　木　部　・・・　創意工夫の提案件数

建　築　部　・・・　手直し件数

御殿場支店　・・・　ゼロエネ住宅着工件数

環境に配慮した
工事への取組み

廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

水使用量

グリーン購入(文具)

建設現場における環境経営目標

項目 単位 2021年度
2024年度 2025･2026年度

2025･2026年度

二酸化炭素総排出量

Ⅴ　環境経営目標（中長期）

事業所における環境経営目標

項目 単位 2021年度
2024年度



（全社共用）
作成日：2024年8月20日

作成者：五十嵐　蓮

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

〇

3.水使用量の削減 総務部

全員

総務部

○

○

○

○

11.環境に配慮した
工事への取り組み
（部門目標）

現場
責任者

・土木部－事前検討会で検討（前年度等参考） 各部により実施

・建築部－社内検査前に担当者確認実施 各部により実施

・御殿場支店－新築物件受注時、施主へ説明 各部により実施

備考（具体的方法）

Ⅵ　環境経営計画

推進計画 施策 担当者
実 　　施　　計　　画

1.電気使用量の削減

・冷房２８℃、暖房２４℃を目安とする
総務部

部会により徹底、実施

・空調フィルターの定期清掃、点検 各部により実施

・不要な照明の消灯を徹底する

全員

2.燃料使用量の削減

・駐車時のアイドリングストップ

全員

部会により徹底、実施

・急発進、急加速の撲滅

・節水表示 総務部により実施

部会により徹底、実施

・使用していない部屋の空調停止 部会により徹底、実施

・夜間、休日はﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰの主電源を切る 部会により徹底、実施

部会により徹底、実施

・社用車に不必要な物は乗せない 部会により徹底、実施

4.紙使用量の削減
・社内LANの利用 部会により徹底、実施

・使用済み封筒の再利用 総務部により実施

機種選定の際に考慮

6.産業廃棄物の削減

・分別回収に努める

現場
責任者

部会により徹底、実施

・有価物化に努める 部会により徹底、実施

・電子マニフェスト１００％化 部会により徹底、実施

5.ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進
・グリーン購入対象商品を積極的に購入する

総務部

事務用品・日用品購入の際は、
カタログ等で検討

・建設機械、車両購入の際は、環境に配慮した物を選定する

各部長

7.一般廃棄物の削減
・分別回収に努め再資源化を促進（紙類はシュレッダー処理）

全員
部会により徹底、実施

・私用ごみの持ち帰り 部会により徹底、実施

8.社員の技術力の向
上

9.教育・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の推進

各部により実施

・地域とのコミュニケーション 部会により徹底、実施

・社外講習会への出席

・全社員に対し毎月の社内報配信

・各部にて年２回の社員面談の実施

・若手社員への教育の実施

営業部により実施

・各部にて毎月の部会の実施 各部により実施

・各部にて毎月の安全協議会の実施（下請含め） 各部により実施

現場責
任者、
総務部
及び

各部長

各部により実施

各部により実施

10.環境活動の
推進サイクル

・環境方針の掲示

推進
委員会

部会により徹底、実施

・環境レポート作成（8月） 推進委員会により実施

・目標の見直しと年間活動計画の策定（8月） 推進委員会により実施

・目標と年間活動計画の周知（8月） 部会により徹底、実施



Ⅶ　環境経営目標の達成状況

2021年度を基準とする。

削減率 目標値 増減率 実績値

kg-co2 211,721.41 -0.3％ 211,086.25 -8.8% 193,133.19 〇

購入電力 kWh 278,417.00 -0.3 277,581.75 -11.3% 246,967.00 〇

ガソリン L 14,102.23 -0.3％ 14,059.92 -9.2% 12,804.47 〇

灯　油 L 96.00 -100.0％ 0.00 -100.0% 0.00 〇

Ａ重油 L 19,400.00 -0.3％ 19,341.80 -5.7% 18,300.00 〇

ＬＰガス kg 579.00 -0.3％ 577.26 -44.2% 323.30 〇

kg 1,110.80 -0.3% 1,107.47 -15.4% 940.01 〇

㎥ 3,557.00 -0.3％ 3,546.33 -14.7% 3,033.00 〇

品 28.00 0.00 28.00 ＋１ 29.00 〇

削減率 目標値 増減率 実績値

kg-co2 902,556.30 -0.3％ 899,848.63 -11.0% 803,691.85 〇

購入電力 kWh 238,916.00 -0.3％ 238,199.25 -36.6% 151,440.00 〇

ガソリン L 85,915.62 -0.3％ 85,657.87 0.7% 86,552.44 ×

軽　油 L 219,745.20 -0.3％ 219,085.96 -14.0% 188,918.10 〇

灯　油 L 11,821.00 -0.3％ 11,785.54 56.3% 18,478.76 ×

ＬＰガス kg 19.90 -0.3％ 19.84 337.7% 87.10 ×

t 12,616.85 -0.3％ 12,579.00 -22.5% 9,775.31 〇

混合廃棄物排出量 t 331.37 -0.3％ 330.38 -19.0% 268.45 〇

件(土木部) 65.00 0.00 65.00 +1 66.00 〇

件(建築部) 26.00 0.00 26.00 0 26.00 〇

件(御殿場支店) 3.00 0.00 3.00 -1 2.00 ×

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、東京電力0.457kg-co2/kwhを使用

※環境に配慮した工事への取組みは以下の部門目標とする。

土　木　部　・・・　創意工夫の提案件数

建　築　部　・・・　手直し件数

御殿場支店　・・・　ゼロエネ住宅着工件数

評価

二酸化炭素総排出量

事業所における環境経営目標達成状況

項目 単位 2021年度
2023年度目標値 期間実績

評価

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

水使用量

グリーン購入(文具)

建設現場における環境経営目標達成状況

項目 単位 2021年度
2023年度目標値 期間実績

廃棄物排出量

環境に配慮した
工事への取組み



多かったことに起因。（小山町須走地区・箱根町・山中湖村等）

する。

是正措置

<原因分析・是正処置>

原因分析

　事　 業 　所

・冷暖房施設更新により、暖房燃料を灯油から電力へ変えた為、引き続き灯油使用は無し。

・社員寮入居者数減少により、ＬＰガス使用量は減少。

・施工場所に起因した使用量の増加の為、対策は難しいが、環境経営計画の施策を励行

是正措置

建 設 現 場

原因分析

・現場近隣の賃貸物件に宿泊するケースが複数あり、ＬＰガス使用量を押し上げる結果

となった。

・灯油は現場事務所暖房器具の燃料として使われているが、海抜の高い地域での工事が

・神奈川県内や、山梨県等、遠方の現場が例年より多く、社用車のガソリン使用料増加。
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○

○

○

△

○

○
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3.水使用量の
削減

○

〇

○

○

○

〇

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

11.環境に配慮
した工事への
取り組み（部
門目標）

・事前検討会

・担当者確認

・施主への説明

実施された

実施された

実施された

継続実施

継続実施

継続実施

10.環境活動の
推進サイクル

・環境方針の掲示 実施された 継続実施

・年間活動計画の周知（8月） 実施された 継続実施

・環境レポート作成（8月） 実施された 継続実施

・年間活動計画の策定（8月） 実施された

・各部にて毎月の部会の実施 実施された 継続実施

・各部にて毎月の安全協議会の
実施(協力業者含め)

実施された 継続実施

継続実施

・各部にて年２回の社員面談の
実施

実施された 継続実施

・若手社員への教育の実施 実施された 継続実施

継続実施

7.一般廃棄物
の削減

・分別回収に努め再資源化を促
進（紙類はシュレッダー処理）

シュレッダー処理は実施され
た　重要書類の溶解、再資源
化実施

継続実施

・地域とのコミュニケーション 実施された 継続実施

・私用ごみの持ち帰り 実施された 継続実施

・社外講習会への出席 実施された

9.教育・ｺﾐﾆｭ
ｹｰｼｮﾝの推進

8.社員の技術
力の向上

・全社員に対し毎月の社内報配
信

実施された 継続実施

6.産業廃棄物
の削減

・分別回収に努める 実施された 継続実施

・有価物化に努める

実施された 継続実施

5.ｸﾞﾘｰﾝ購入の
推進

・グリーン購入対象商品を購入
する

実施された 継続実施

・建設機械、車両購入の際は、
環境に配慮した物を選定する

実施された 継続実施

・電子マニフェスト１００％化 実施された 継続実施

実施された 継続実施

・節水表示 実施された 継続実施

4.紙使用量の
削減

・社内LANの利用 実施された 継続実施

・使用済み封筒の再利用

・使用していない部屋の空調停
止

・社用車に不必要な物は乗せな
い

一部徹底されていない 継続実施

2.燃料使用量
の削減

・駐車場時のアイドリングス
トップ

実施された 継続実施

・急発進、急加速の撲滅 実施された 継続実施

活動計画の内容 評　　価 次年度の取組内容

Ⅷ　環境経営計画の取組結果とその評価

1.電気使用量
の削減

・冷房２８℃、暖房２４℃を目
安とする

掲示→徹底されている 継続実施

・空調フィルターの定期清掃、
点検

実施された 継続実施

実施された 継続実施

・夜間、休日はﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰの
主電源を切る

一部徹底されていない 継続実施

・不要な照明の消灯を徹底する 掲示→一部徹底されていない 継続実施



確認者　五十嵐蓮

契約(書)の締結 2024.6.30

5年間保管 2024.6.30

許可証の確認 2024.6.30

マニフェストの管理 A､B2､D票､E票の回収 2024.6.30

マニフェストの期間内返却 90日以内又は180日以内 2024.6.30

マニフェストの保管 5年間 2024.6.30

廃棄物の悪臭・飛散防止 保管時には留意する 2024.6.30

保管場所への掲示 60cm×60cm以上掲示 2024.6.30

マニフェストの年間集計と

知事(政令市市長)への報告

多量排出事業者の減量化計画及び

実施状況報告の届出

*水銀含有廃棄物処理（規制第７条） 取扱い方法及び保管 2024.6.30

静岡県産業廃棄物の適正 委託先の実地確認と記録の保存

な処理に関する条例 廃棄物管理責任者の選任

資源有効利用促進法 建設副産物のリサイクル 計画書の作成・実績報告 2024.6.30

一般廃棄物 ごみ収集日程表に基づき分別搬出 2024.6.30

建設業法 登録・更新（5年毎） 許可表 2024.6.30

資源有効利用促進法 建設副産物のリサイクル 計画書の作成・実績報告 2024.6.30

特定作業規制

地域住民との取り交わし

特定作業規制

地域住民との取り交わし

家電リサイクル法 指定家電の収集 テレビ・冷蔵庫　他 2024.6.30

ＰＣリサイクル法 ＯＡ機器の収集 パソコン・モニタ　他 2024.6.30

環境基本法 一般的な自主努力 2024.6.30

地球温暖化対策防止法 温室効果ガス抑制措置 自治体施策へ協力 2024.6.30

循環型社会形成 廃棄物等の内、有用な物の

推進基本法 循環的な利用を推進

自動車リサイクル法 取引業者への引渡し リサイクル料金の支払い 2024.6.30

浄化槽使用開始届け 現事業所移転時 2024.6.30

法定検査（水質検査）の実施 1年に1度 2024.6.30

清掃の実施 1年に1度 2024.6.30

保守点検の実施 3ケ月に1度 2024.6.30

道路法、上下水道法、河川法 工事業者登録と更新及び技術者設置 登録と5年ごとの更新 2024.6.30

石綿等の除去作業計画書の届出 14日前までに提出 2024.6.30

作業場の環境測定及び・記録 記録の確認 2024.6.30

急発進・急加速・急操作排除

アイドリング・ストップ・排出ガス

Ⅸ　環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

１．環境関連法規の遵守状況
環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反は有りませんでした。

法規・条例・規制 適用内容又は規制基準値

大気汚染防止法

備考 遵守状況

廃棄物収集運搬業者、処理業者と
の　委託契約、保管

6月30日までに提出 2024.6.30

振動規制法（静岡県生活環
境の保全等に関する条例）

特定地域・時間帯規制 2024.6.30

騒音規制法（静岡県生活環
境の保全等に関する条例）

特定地域・時間帯規制 2024.6.30

浄化槽法

オフロード法

廃棄物処理法

建設リサイクル法

建築物の解体床面積合計80m2以上
建築物の新築・増築床面積合計

500m2以上　建築物の修繕床面積合
計1億円以上　建築物以外の工作物

請負代金額500万円以上

7日前までに届出 2024.6.30

6月30日までに提出 2024.6.30

現地確認記録の保管 2024.6.30

３Ｒへの努力 2024.6.30

2024.6.30



排出ガス対策型建設機械 建設機械の型式設定・

の普及促進 型式指定により普及促進

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄを発散する建材 建築確認申請書、検査済書

換気設備、天井裏等の制限 材料・工法の写真

グリーン購入法 環境への負荷低減に資する材料購入 購入の促進 2024.6.30

学校環境衛生基準 揮発性有機化合物 試験成績表 2024.6.30

フロン排出抑制法 点検及び廃棄引渡し メーカー点検及び3カ月簡易点検 2024.6.30

消防法 少量危険物保管の遵守 Ａ重油２ＫＬ未満 2024.6.30

水質汚濁防止法 事故時の措置 Ａ重油地下式オイルタンク 2024.6.30

建設工事公衆災害防止対策要綱 建設工事の安全な施工の確保
令和元年９月２日

（国土交通省告示４９６号）
2024.6.30

　　当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

２．違反、訴訟等の有無

施工計画書

適用内容又は規制基準値 備考

JISﾌｫｰｽﾀｰ基準

法規・条例・規制

住宅に係るエネルギーの使
用の合理化に関する設計、
施工及び維持保全の指針

2024.6.30
住宅に係るエネルギーの使用の合
理化に関する設計、施工及び維持

保全の指針

2024.6.30

遵守状況

2024.6.30



見直し事項

変更の必要性 有・無

変更の必要性 有・無

変更の必要性 有・無

３
・
代
表
者
に
よ
る
見
直
し
と
指
示

変更の必要性の有無・指示事項

2023年度は工事量が多いにも関わらず、CO2排出量は減少傾向を維持できている。

今後も省エネ機器やハイブリッド車両などエネルギー排出の低い設備更新を推進

していきます。

２０２４年　８月　２０日　　臼幸産業株式会社

環境方針

環境目標

環境活動計画

Ⅹ　代表者による全体評価と見直し結果

１
・
見
直
し
に
必
要
な
情
報

その他

項　目

　☑記録・文書として作成しました

　☑ガソリン他未達あり

　☑継続して取り組みます

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価

　確認　　（必要に応じて評価・コメント記載）

環境目標及び目標達成状況

環境活動計画及び取組結果

その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　臼井　康晴

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

外部コミュニケーション対応記録

予防・是正処置の記録

　□

　☑問題ありませんでした

　☑別紙にて報告（現在はありません）



〈緊急時対策〉

〈訓練記録〉

訓練日

2024.6.17

の外れ ・吸着マットの使用方法を訓練

参加者
・原田良亮　・吉田英樹　・木村健太　・望月光典

・天野慎也　・右崎裕二　・上保孝輔

※評価と改善策

重機給油時、起こりうる災害を想定し、実際に行動ができるよう訓練を継続する。

・側溝周辺では給油

　環境上の緊急対策

　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限にくい止めること・内外への

連絡を円滑に行うこと・可能な範囲で事前に想定、準備すること。又、定期的にその訓練を行う。

更に、緊急事態の発生や、訓練の後、対応の評価と改善策を行う。

想定される緊急事態 原　　因 予防策 対応策

　　　　　作成日：2024年7月1日

　　　　　作成者：大森　真樹

重機給油時、軽油の漏洩 給油ミスによるノズル ・給油時に漏洩のない ・吸着マットの設置

の外れ ことを確認 ・土嚢の設置

しない

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

建設現場・事務所での火災 溶接等による火花 ・引火物の確認 ・消火器の配置

ガスコンロより引火 ・引火物への養生及び

重機給油時、軽油の漏洩 給油ミスによるノズル・土嚢設置の方法を訓練

撤去



訓練日

2023.9.28

より出火

参加者
本社社員

※評価と改善策

館内放送を利用した、避難訓練を実施。

火災に限らず、地震等他の災害も想定される為、定期的に実施してゆく。

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

火災 本社屋食堂ガスコンロ・避難訓練



経 営 責 任 者

ＥＡ事務局 記録開始日 記録完了日 記録者氏名

処
置
の
確
認

　　　　　　年　　　　　月　　　　　日 環境管理責任者

　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

実施内容

処
置
の
実
施
報
告

問
題
の
解
決

期間又は日時
実　施
責任者

予防処置・是正処置記録表

処
置
の
計
画

問
題
の
整
理

問題の発生、発生
可能性について

発生の要因、
起因分析



１．苦情・問い合わせをされた方の情報

自　宅

勤務先

携　帯

２．内　　容

３．事務処理

対応担当者 対応完了年月日 備　考　欄

　　　年　　月　　日

原　　因

受付担当者 受付年月日

年　　月　　日　　　：

対　応　内　容

分　　類
　１．問い合わせ　　　２．苦情

　Ａ．業務　　　　　　Ｂ．その他

内　　容

連　　絡　　先

備　考

住　　　　　　所

問い合わせ・苦情　受付票

ふ　り　が　な

氏名（事業所名）


